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綾の照葉樹林プロジェクト連携会議 
 

九州森林管理局・宮崎県・綾町 
    

（公財）日本自然保護協会・（一社）てるはの森の会 



士、調査・研究 J一一一---------一一:・1現 ァ同輩 ボ戸ア林床植生ーを実施しました!(NJ&T)

間伐後の防鹿柵内の林床植生の11年間の変化を調べました。常緑高木種の個体数は増加後に減少しま :

した。実は、前生稚樹であるパリパリノキの樹高成長が著しく、林内を占有していました。増加した ，

常緑小高木や落葉高木は保残木を伐採しない限り、新規の侵入は困難であると考えられました。 1
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2023年度綾の照葉樹林プロジ;.I.クト活動報告概要版

ー待望彰 .…月一吋! な切手字、清美
どんぐりの蒔き付けを行いました!(国&町)

照葉樹林復元を目的とした、間伐予定箇所 (2044と、と 1林小班)

へどんぐり首木の植栽を行うため、昨年度採取したどんぐりを綾小・中

学校の生徒さんによりプランターへ蒔き付けしました。今後は学校敷地

内において育苗し、 2~3 年後に間伐実施後に植栽する予定です。

復元ボランティア作業で、シカネットを設置しました!(国&全) • 9月"'2月丹イ下事業綾プロエリア内におけるニホンジカによる森林への被害は以前から問題

となっております。シカ被害を防止し植生を保護するため、 2045よ

林小班においで緋熊と黒潮スタデ々ーツアー及び森の観察会募集者から ，

ボランティア 39名が参加し、シカネットを設置しました。
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県有林造成事業(獣害防除)を行いました!(県)

25世紀の森に植栽されたカヤをシカやウサギの食害から守るため、獣類
が嫌がる匂いの薬剤J(忌避斉IJ)をカヤの幹に塗り獣害予防を行いました。

山の食べ物が不足する冬場 (11月 ~3 月)に実施し、散布は年 2 回

で、 1回目と 2回目の散布期間を 1ヶ月以上空けています。
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せ戸杢〉
;九州自然歩道魅力ステップアップ事業で補助を行いました(県&町):

九州、|自然歩道は本県を縦断する長距離歩道であり、綾町にも23.2kmの

九州自然歩道が通っています。自然の大切さや森林の持つ公益的機能

を感じることが出来るフィールドとして利用されるよう、民間団体へ 1 

の歩道を活用したイベントや整備活動等に対する補助を行し、ました。 1

綾町からは 1団体の申請があり、川中神社参道の整備を行いました。

照葉樹林ガイドを行っています!(T &町)

l昨年の台風で照葉大吊遊歩道は通行止めになり、秋頃までは、吊り橋

遊歩道の滝までしか通行できませんでした。照葉樹林ガイドは6回35

名を案内するだけでした。案内していても、雨で洗われ凹凸のある道

の険しさに、途中引き返すこともありました。

昨年開催したガイド養成者のスキルアップ講座を3回行い29名の参加が

ありました。通常ガイドの時も参加するよう案内をし、今後も実践活

動を重ね、ガイドとしてスキルの向上を目指します。

;マ垂唖を少
: Iおとなの山学校」ツアーを行いました!(T &町)

:里山散策体験を行う「おとなの山学校」では、定期ツアーを、 10月21日

: (土)、 l月20日(土)に実施しました。定期ツアーでは14名、スタディ :

:ツアーでは12名の参加がありました。雨天プログラムや食事時間に映像 』

:での説明をするなど工夫し、 l月20日の雨天時開催では、動物毘の見学

:後、上畑地区の散策に変更しました。QRコードからの申し込みフォーム : 

; も運用しています。

:綾ユネスコエコ/'¥ーク関連の活動を報告します!(町)

;綾プロエリアが綾ユネスコエコパークの核心地域および緩衝地域にあた

t ることから、綾町ではユネスコエコパーク関連事業と連携して綾プロ事

;業を進めています。

;豊かな自然を活かし、地元小中学校の環境学習をはじめ、県内様々な学

:校の校外学習や県内外からの視察を受け入れ、ユネスコエコパークに登

;録された日本最大級の照葉樹自然林の森や綾プロの取り組みについて紹

i介することで自然の貴重さや大切さを伝えています。
。 活動実績は 240件、うち綾プロ関連は47件でした0

8 ・視察 ・外部対応 66件

』 ・主催イベント ・講座等の開催 49件 (8件)

-他者主催イベント等への参加 3件

取材対応 3件

， ・調査・作業 18件 (12件)

-会議 ・打ち合わせ等 101件 (27件)
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課題 行動内容 実施項目
主

担当
記載
者

事業名
連携
先

頁

1
協働の体
制づくり

綾の照葉
樹林プロ
ジェクト
の推進の
ための基
盤整備

中長期目標と目標
設定の見直し

目標を再確認し必要に応じて見直しを
検討する

全 国 全

１ 綾川流域照葉
樹林帯保護・復元
計画（以下、計画
書という）の見直
し

必要に応じて内容の見直しを検討した
上で計画書を策定

全 国
綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画
（継続）

全 3

① 連携者間における進捗状況等の共有 全 国 プロジェクト事務局運営事業 全 4

② 管理施設（案内板・標識等）の整備 全 町 電波通信環境改善事業 全 5

① 復元手法を再検討する 全 国 復元手法の検討（継続） 全 6

② 川中神社周辺におけるスギ人工林の
照葉樹林復元に向けた効果的なシカ対
策と新たな手法による間伐及び種子採
取・播種等の試行と実行への移行

全 国
照葉樹林復元のためのシカ被害対策
（継続）

全 7

① 計画的な間伐の実施（国有林・県有
林・町有林）

国･県
･町

国・県人工林から照葉樹林への復元作業
8
9

② 復元見本林の整備 全

③ 有害鳥獣捕獲（国有林、県有林、町
有林）

国･県
･町

国
綾プロエリア等における鳥獣捕獲事業
（継続）

10

① 間伐後の復元状況を評価調査実施
（国有林、県有林、町有林）

国･県
町･NJ

② データの収集、解析、復元方法への
フィードバック方法の確立

国･県
町･NJ

国 照葉樹林復元の動態モニタリング等 11

６　市民のプロ
ジェクトへの参加
を推進する

市民参加型の復元作業の実施
国･
町･T

国 照葉樹林復元ボランティア作業の実施 T 12

１　既往の調査・
研究成果に基づき
計画的に
調査を実施する

調査・研究成果に基づき毎年度計画的
な調査（モニタリン
グ）の実施

国･県
･町

２ モニタリング
調査の実施

保護林・緑の回廊に関する調査 国

① GISを活用した林小班ごとの復元に
必要な情報の整備

国･NJ

② 調査・研究成果の共有化・データ
ベース化

国･NJ

４　市民のプロ
ジェクトへの参加
を推進する

市民参加型の調査研究の実施
町･
NJ･T

NJ
市民参加による自然林の復元調査（継
続）及び自然林の調査（継続）

国・
町・T

13

－1－

照葉樹林
を適切に
保全管理
するため
の調査研
究を推進
し反映す
る

照葉樹林
の調査研
究

3
３ 調査・研究成
果の共有化及び
データベースを構
築する

２ 計画書に基づ
き適切な保全管理
を行う

照葉樹林
の保護・
復元

2

照葉樹林
の保護と
復元等を
推進する
ための計
画的・順
応的管理
を実施

３ シカ被害対策
を含む効果的･効
率的な復元手法を
確立する

実施項目別スケジュール（令和５年度～９年度）と令和５年度実施事業一覧
重点目標：①復元手法の検討　②環境教育 実施計画の検討

５ 復元効果を評
価する調査研究を
推進する

４　計画的な施行
を実施する

実施項目別スケジュール 令和５年度事業報告

項目



課題 行動内容 実施項目
主
担当

記載
者

事業名
連携
先

頁

① 環境教育エリアの見直しと既存
資源の掘り起こしの検討と有効活
用

全

② 環境教育プログラムを検討し、
試行的に実施

全 T 照葉樹林に親しむイベントの開催 全 14

① 環境教育に関する活用方法の検
討

Ｔ

県 路網整備 9

県 九州自然歩道魅力ステップアップ事業 15

Ｔ 遊歩道整備ボランティア作業 県 16

③ 崩壊した九州自然歩道について
新たなルートや歩道復旧を検討す
る

県

① ガイドボランティア事業の実
施・養成

Ｔ Ｔ
環境学習事業照葉樹林ガイドボラン
ティア事業補助

町 17

② ガイドを通して市民に綾プロを
理解してもらうためのプログラム
作り

Ｔ

③ 森林セラピーとの連携体制の検
討

町･Ｔ

① サポーターの募集を行い、会員
を増やす

全 Ｔ 会員情報 全 18

② パンフレット、リーフレットの
作成及び配布

全

③ ニュースレター、報告書の作成
及び配布

全 Ｔ 普及啓発事業 全 19

国 ホームページ等による情報発信 － 20

Ｔ 普及啓発事業 全 19

⑤ フォーラムの実施 Ｔ 町 綾プロ２０周年事業の計画（新規） 全 21

⑥ 事業説明会の実施 全 国 事業説明会の開催（継続） 全 22

① 地域づくりワーキングの設置及
び運営

町･Ｔ Ｔ 地域づくりワーキング事業補助 町 23

② てるはの森の驛の活用方法を検
討し、それに応じて必要な整備

町･Ｔ Ｔ 照葉大吊橋　森の驛運営事業 町 24

２ 綾町の他の事
業との連携のあり
方を検討し、実行
計画を策定する

照葉樹林都市・綾の森林ビジョン
策定

町 町 綾町森林づくりビジョン策定 国・県 25

国・町ユネスコエコパークとの連携 全 26

国
綾町森林・林業関係検討会「綾プロ 自
然と共生する地域づくり支援事業」

27

町 ユネスコエコパークとの連携 28

NJ

綾ユネスコエコパーク専門委員会、地
域連携協議会への出席。綾町ユネスコ
エコパーク運営会議における実施計画
策定支援

町 29

国 生物多様性保全に配慮した森林整備 30

県 県営林造成事業 9

①　綾町の里山周辺の植生調査 町･NJ

②　生物多様性地域戦略の実施 全 町 綾生物多様性地域戦略　実践支援事業 NJ 31

－２－

３ 綾プロと綾ユ
ネスコエコパーク
の連携を推進する

ユネスコエコパークを推進する計
画を策定し、実践する

国･
県･町

生物多様性保全に配慮した施業の
実施

国･県

7
生物多様
性の保全
管理

生物多様
性の保全
管理を推
進する

１ 生物多様性保
全の配慮

２ 生物多様性地
域戦略を推進する

１ 市民との協働
で実施する運営体
制を構築し、市民
が積極的に綾プロ
に参画できるよう
にする

重点目標：①復元手法の検討　②環境教育 実施計画の検討

実施項目別スケジュール 令和５年度事業報告

項目

4
照葉樹林
を通した
環境教育

環境教育
を推進す
る

１エリアの見直し
と既存資源の活
用・教育プログラ
ムの検討

5
プロジェ
クトの情
報発信

情報発信
及び支援
の輪の拡
大

6

照葉樹林
と共生し
た地域づ
くり

自然と共
生した地
域づくり
への貢献
を推進す
る

実施項目別スケジュール（令和５年度～９年度）と令和５年度実施事業一覧

２ 大吊橋周辺、
川中自然公園、大
口遊歩道等の活用
方法を検討する

② 必要なルート整備を実施
県･
町･Ｔ

１ 市民や企業な
ど広く一般にプロ
ジェクトの内容を
知ってもらい、参
画や会員の拡大を
図る

④ ＨＰの作成及び更新 全

３ ガイドボラン
ティアを養成し、
市民の理解を深め
る



 

－３－ 

事業名 綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
２－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

本計画の期間（令和5年4月1日から令和10年3月31日）は、綾の照葉樹林プロジ

ェクト推進協定の期間と合わせて、おおむね5年を目途に必要な見直しを行う。 

・各種会議等を通じ連携者間において協議・検討を重ねた。 



－４－ 

事業名 プロジェクト事務局運営事業（継続） 実施主体 
九州森林管理局 

綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
２－２－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

各種会議等における、連携者間との連絡調整・問合せ対応、事業の企画などを行

う。 

 

連携会議 各機関担当者の数 
＊連携会議名簿による 
九州森林管理局 ５ 
宮崎森林管理署 １ 
宮崎県 ３ 
綾町 ３ 
日本自然保護協会 ３ 
てるはの森の会 ３ 
学識経験者 １ 

【連携会議】  
第３８回 令和５年８月２日 
主な協議内容 （１）令和４年度事業報告書 

（２）令和５年度事業計画（案） 
              

第３９回  令和６年２月２０日                                                 
 主な協議内容（１）令和４年度 綾プロ取り組み状況報告（案） 
       （２）令和５年度事業計画（案） 
 
【連絡調整会議】  

連絡調整会議 各機関担当者の数 
九州森林管理局 ３ 
宮崎森林管理署 ２ 
綾森林事務所 ２ 
宮崎県 ３ 
綾町 ４ 
日本自然保護協会 ２ 
てるはの森の会 ３ 
学識経験者 １ 

第１回 令和５年５月１９日  
主な協議内容 （１）県道２６号 宮崎須木線の工事について 
       （２）第３次連携会議協定書の更新について 
       （３）第３８回連携会議について 
       （４）春のロングウォークについて 
  
第２回 令和５年８月２日  
主な協議内容 （１）第３８回連携会議について 
       （２）綾プロ２０周年記念について 
 
第３回 令和５年９月２６日  
主な協議内容 （１）復元ボランティア作業について（局・てるは  

の森の会・綾町） 
（２）綾プロ２０周年記念について 

 
第４回 令和５年１１月２４日  
主な協議内容 （１）第２８・２９回復元ボランティア作業について  
       （２）今後のどんぐりの育苗について 
       （３）綾町公民館大会での綾プロ活動報告について 

 
第５回 令和６年１月２３日  
主な協議内容 （１）綾町公民館大会での綾プロ活動報告について 
       （２）第２９回復元ボランティア作業について 
       （３）第３９回連携会議について 
       （４）ネイチャーポジティブ宣言について 
        
第６回 令和６年２月２０日  
主な協議内容：（１）第３９回連携会議について 
 



－５－ 
 
 
 

事業名 電波通信環境改善事業（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
２－２－② 連携先 各機関 

事業概要 

（目的） 千尋自然公園地域の公共通信環境改善に関する事業を実施。 

 
 

千尋（せんぴろ）自然公園地域の通信環境は一部を除き、現在圏外となっているが綾の照葉大吊

橋や川中自然公園が含まれ、観光や環境教育等で人の利用が多いため、安全面や緊急時を考慮し電

波通信環境の改善について担当部署と協議検討を進めている。 
 

 



 

－６－ 

事業名 復元手法の検討（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
２－３－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

シカ被害対策、種子の採取・播種、植栽苗の育苗及びこれらのスケジュール等につい

て引続き検討を行う。また、試行的な取組として進めている植栽苗の育苗について、綾

小・中学校と協力しながら進める。 

植栽苗の育苗について、綾小・中学校と協力しながら以下のとおり実施した。 

日々の水やりや成長記録も生徒が行っている。 

綾小学校での蒔き付けの様子（４月１８日） 
 

  

綾中学校での蒔き付けの様子（４月２７日） 

 

 

綾小学校での苗移植の様子（９月４日） 
 

 

綾中学校での苗移植の様子（９月１５日） 

 

 



 

－７－ 

事業名 照葉樹林復元のためのシカ被害対策（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
２－３－② 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

川中神社周辺及び隣接する保護エリアの国有林（人工林）を主なエリアとして、

地元猟友会の協力を得ながら集中的にシカの捕獲圧を高める。また、シカの生

息状況把握調査を踏まえて、シカの効果的な捕獲方法を検討し、天然力による

照葉樹林の復元を図る取組を進める。 

 
・綾町有害鳥獣対策協議会と、協定の実施状況の確認、委託捕獲事業の計画に際しての捕獲エリア 

の調整、植生復元エリア内での植生保護柵の見回りについて打ち合わせを実施した。 
・シカ被害対策に係る生息状況把握調査については、計１５基の自動撮影カメラを設置。４者で当 

番を決め３ヵ月に１度点検・データの回収を実施した。 

 回収したデータについては、今後解析し、シカ捕獲への活用を図ることとしている。 

 



 

－８－ 

事業名 人工林から照葉樹林への復元作業 実施主体 
九州森林管理局 

宮崎県 

項目-行動計画-

実施項目 
２－４－① 連携先 ― 

 

事業概要 

（目的） 

 

復元エリア、保護エリア、環境教育エリアの国有林において、人工林を照葉樹林に

復元するための間伐を実行。 

 
・令和６年度に復元モデル地区（２０４４と、と１林小班）において間伐事業を計画しており、現

地検討会を実施した結果、シカの不嗜好性植物（シロダモやバリバリノキ等）が繁茂している状況

から、植生復元へ向けた試行的な取り組みについて検討することとした。 
 
・ＷＧを開催し、森林総研九州支所からの助言を踏まえながら、連携者間で協議検討を重ねた結果、

以下について令和６年度の間伐時に取り組むこととした。 
①区域内の広葉樹母樹にマーキングし間伐実施時に極力保残させること 
②間伐後、シカネットを区域の一部に設置 
③間伐前後及びシカネット内外における植生モニタリング調査の実施 
④苗木植栽に向けた検討 
 

 
・間伐箇所現地検討会の様子（令和５年５月２３日） 

  



－９－ 
 

事業名 県有林造成事業(継続) 実施主体 宮崎県 

項目-行動計画-

実施項目 

2-４-① 

４-２-② 

７-１-① 

連携先 
森林経営課 

森林管理推進室 

 

事業概要 

（目的） 

持続的な林業経営を行うエリア等において、スギ人工林の間伐を実施する。 

また、森林環境教育・保健休養的利用を図ると共に、人工林の針・広混交林化を

進めるエリアにおいて、獣害防除を実施する。 

※短期行動計画の内容に重複する部分があることから、２項目の事業報告を行う。 
 
１ 間伐(列状間伐) ２-４-①、４-２-② 
  実績無し。 
 
２ 獣害防除(忌避剤散布) ７-１-① 
 
(１)  場 所  ２５世紀の森(カヤとスギの複層林) 

  
(２)  面 積  ３．２３ha 

 
(３)  時 期  １１月～３月 

 

    
          獣害防除(忌避剤散布)             カヤ植生状況 

 
【参考】 
 〇対 象 獣：シカ 
 〇薬 剤 名：コニファー水和剤 
        (生態系に配慮した安全な薬剤、獣類が嫌がる匂いを発する) 
 〇散布方法 ：1haあたり原液12．5リットルの薬剤を、地際から1．5ｍ高まで散布 
 〇散布回数 ：年2回 
        (餌が不足する11月～3月が適期、2回目の間隔は1か月以上空ける) 



 

－１０－ 
 
 

事業名 
綾プロエリア等における鳥獣捕獲事業(継続) 

 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 

２－４－③ 

 
連携先  

 

事業概要 

（目的） 

綾プロエリア内にある大森岳林道、綾南林道沿い等において、委託事業によるニ

ホンジカの誘引捕獲を実施。 

 
〇令和５年度委託事業による捕獲実績 
 
・作業種  ：餌を用いたくくりワナによる捕獲 
 

・捕獲頭数 ：計２０頭（成獣１９頭：オス４頭 メス１５頭） 
            （幼獣 １頭：オス０頭 メス １頭） 

 
・期 間  ：令和５年１０月６日から令和６年１月３１日（完了日：１２月５日）  



 

－１１－ 

事業名 照葉樹林復元の動態モニタリング等 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画

-実施項目 
２－５－② 連携先 ― 

 

事業概要 

（目的） 

令和２年度実施した既往のモニタリング調査結果の再整理、分析を基に該当

する各プロットにおける照葉樹林への復元に関するモニタリング調査を実施

（委託業務）。 

 

 
・台風の影響により調査地へのアクセスが困難な状態であるため未実施。 
  

 



 

－１２－ 

事業名 照葉樹林復元ボランティア作業の実施    実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
２－６－① 連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

 

環境教育エリア等において、公募等によりボランティアを募集し、照葉樹林復元

に係るシカネット設置作業等を２回実施。 

・１回目は、令和５年１１月２６日に２０４５よ林小班において、樋熊と黒潮スタディーツアー及

び森の観察会募集者からボランティア３９名が参加し、シカネット設置を実施。 
 

             
 

・２回目は、令和６年２月１４日に綾森林事務所において、大和ハウス工業のボランティア１２名

が参加し、苗のコンテナ移植作業を実施。 

 

             



 

－１３－ 
 

事業名 
市民参加による自然林の復元調査（継続）及

び自然林の調査（継続） 
実施主体 NACS-J 

項目-行動計画-

実施項目 
３－４－① 連携先 

綾町 
てるはの森の会 
九州森林管理局 

 

事業概要 

（目的） 

11 月、2 月にボランティア間伐事業に合わせて林床植生調査を実施。温湿度デー

タロガー設置及び回収（1 月）。その他必要となる調査等。綾町における環境教育

の取り組み状況の把握（通年）。綾町生物多様性地域戦略の見直し。 

国有林に設定された鹿柵内のプロット（NAK1202_13）は、2012 年、2019 年、2023 年に調査を実施し

た。今回は、前回の調査から約 5 年後となる調査で、過去の調査結果と比較し復元状況を把握すること

を目的とした。 
実生・稚樹 
 胸高 1.3m 未満の実生・稚樹の種別の個体数を図１に示す。実生・稚樹の総個体数は 2012 年が 202 本、

2015 年が 256 本、2023 年が 180 本になり総個体数は増加した。 
 常緑高木は、41、53、39 本、常緑小低木は、15、24、8 本となり 2012 年と比較して 2019 年に最も

高くなり、2023 年に減少した。常緑高木はバリバリノキ、シロダモ、ヒメユズリハなどが多かった。常

緑小低木は、ヤブコウジ、ツルコウジ、マンリョウなどであった。増加傾向を示したのは、常緑小高木（ヒ

サカキ、サザンカ、クロキ）、落葉高木（ムクノキ、アカメガシワ、ヤマグワ）、落葉低木（マルバウツギ）、

落葉小高木（イヌビワ、エゴノキ、ハマクサギ）であった。 
目標としている常緑広葉樹に関しては、個体数の増加は顕著でなく、前生稚樹であるバリバリノキの成長

が著しく優占し、イチイガシ、ヤブツバキ、サザンカ、ミミズバイ、ヒメユズリハが続いた。すでにこれ

らの種群により林内はうっ閉しているため、増加した常緑広葉樹や落葉広葉樹は保残木を伐採しない限

り、新規の侵入は困難であると考えられる。 
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図１ 2012年、2019年、2023年のシカ柵内のプロットにおける木本種の個体数変化 
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－１４－ 

事業名 照葉樹林に親しむイベントの開催 

（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 連携会議各機関 項目-行動計画-

実施項目 
５－１－③ 

 

事業概要 

（目的） 

 

葉樹林に親しむ散策や体験等を企画し、綾プロへの理解を深める 

 
 
○大森岳散策を綾町役場職員対象に 1 月実施で計画するも、実施できず。 

 
 



 

事業名 九州自然歩道魅力ステップアップ事業 実施主体 宮崎県 

項目-行動計画- 
実施項目 

 

４－２－② 
 

連携先 自然環境課 

 

事業概要 
（目的） 

 
自然の持つ大切さや森林の持つ公益的機能を学ぶ魅力ある場として九州自然

歩道を活用するため、地域住民等による自然体験プログラムの促進や利用環境

の整備を行う。 
 

 

１ 歩道利用活動支援事業 

 

   綾町自然体験・環境学習グループをはじめ、県内６団体の九州自然歩道を活用した自然体験プロ

グラム開発や利用環境の整備等の実施を支援。 

   綾町では地元と協力した、九州自然歩道等の整備を実施。 

 

    
 

綾町自然体験・環境学習グループによる歩道整備 

－１５－ 



 

－１６－ 

事業名 遊歩道整備ボランティア作業（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目－行動計画－

実施事項 
４－2－② 連携先 宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 
照葉樹林トレッキングコースとして、歩道の整備や看板の整備等をボランティア 
と行い、新たな散策ルートとして活用する。 

 
県有林遊歩道整備作業を３月１７日（日）に計画したが、雨天中止になり、４月２１日（日）に

実施予定である。下見、事業打合せ等をし、チラシ作成、保険加入等を行い、整備事業を準備し

た。３月１７日（日）は６名、４月２１日（日）は７名の参加予定である。４月２１日も雨天の

ため中止となった。 

 

作業箇所 



－１７－ 

事業名 

環境学習事業 

照葉樹林ガイドボランティア事業補助 

（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
４－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

大吊橋周辺遊歩道などで照葉樹林の貴重さや綾プロを普及させるため、照葉

樹林ガイドボランティア実践活動やガイド養成を行う。 

 

① 照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

一昨年の台風で吊り橋遊歩道は通行止めになり、秋頃までは、滝までしか通行できなかった。照葉

樹林ガイドは６回 35 名を案内するだけだった。案内していても、道の険しさに参加者の要望で途中

引き返すこともあった。 

〇照葉樹林ボランティアガイド 

NO 日程 
曜

日 
来訪者名 主催者名 主催者所在地 

ガイド

数 

参加

者数 

1 5 月 15 日 月 個人  沖縄 2 2 

2 7 月 22 日 土 学生下見   福岡、筑波 3 2 

3 8 月 24 日 木 個人   東京 2 2 

4 10月25日 水 個人  鹿児島 2 6 

5 11月25日 土 スタディーツアー 緋熊と黒潮 東京 2 12 

6 2 月 11 日 日 
霧島ジオパーク

ガイド 

綾ユネスコエコパ

ークセンター 
宮崎、鹿児島 1 11 

 

○照葉樹林ガイド養成講座 

昨年開催したガイド養成講座のスキルアップ講座を 3回行い 29 名の参加があった。通常ガイ

ドの時も参加の案内をし、スキルアップに努めた。今後も実践活動を重ね、ガイドとしてますま

すのスキル向上を目指したい。 

NO 日程 
曜

日 
ガイドスキルアップ研修 講師 開催場所 

参加

者数 

1 9 月 10 日 日 吊り橋遊歩道ガイド 駒田勤 吊り橋滝まで 9 

2 10 月 1 日 日 吊り橋遊歩道ガイド 駒田勤 吊り橋遊歩道全 6 

3 1 月 14 日 日 救急法 西部消防署 エコパークセンター 14 

 



 

－１８－ 

事業名 会員情報（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
５－１－① 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

 

官民協働プロジェクトを推進するため、市民参加の窓口としててるはの森の会会員

へ入会を募集するほか、賛同者の寄付による参加を募集する。 

 
○正会員数  ：Ｒ6.4.1現在 
  7名（内、理事４名） 
 
○賛助会員数：R6.4.1現在 

    個人サポート会員 70件  （－５） 
    法人サポート会員  14件  （±０） 
    団体サポート会員   7件  （±０） 

 
○会費収入： 346, 000円 

 
○寄付金収入： 147, 036円 

          
イベント等募金・ 

その他寄付 
139,000 

てるは大吊橋募金箱 8,036 

計 147,036 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 



－１９－ 

事業名 普及啓発事業（継続） 
実施主

体 
てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
５－１－③、④ 連携先 全 

事業概要 

（目的） 
ホームページの更新やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の広

報活動を行なう。ホームページ上にて報告書を掲載。 

 
○広報誌 

 ・「照葉樹林だより」65 号  8 月 10 日 500 部発行 

 ・「照葉樹林だより」66 号  1 月 10 日 500 部発行 

・「照葉樹林だより」67号  3 月 10 日 500 部発行 
 
広報誌「照葉樹林だより」を３号編集、発行し、会員、関係機関、今まで関わった研究者等に送

付した。国立国会図書館にも送付している。 
 
○てるはの森の会のホームページ  http://teruhanomori.jp/  

 
                         
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○てるはの森の会 facebook での情報発信 

 
○視察対応  1 件 

 
 〇綾プロ報告書の公開 

当会 HP http://teruhanomori.jp/  
       
九州森林管理局 HP jigyouhoukokusyo-14.pdf (maff.go.jp) 
       
綾ユネスコエコパークセンターHP  https://ayabrcenter.jp/unescoecopark/project/ 

 



 

－２０－ 

事業名 ホームページ等による情報発信 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
５－１－④ 連携先 ― 

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクトでの取組について、令和６年３月に最新情報に更新。 

 

 

リンク先： https://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/index.html 

 

 
綾の照葉樹林  

綾の照葉樹林プロジェクトとは  

照葉樹林への復元  

これまでの取組  

事業報告書 

 



－２１－ 
 

事業名 綾プロ２０周年事業の計画 実施主体 綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
５－１－⑤ 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） ２０周年事業を実施し、広く一般にプロジェクトの内容の周知を図る。 

 
 
「綾の照葉樹林プロジェクト」（２００５（平成１７）年５月発足）が２０２５（令和７）年に２

０周年を迎えるにあたり、２０周年事業を実施する。 
その具体的な実施事業についての計画を連絡調整会議等にて連携者間で協議を行った。 

 
 ２０１５年の１０周年事業では、①記念イベント「新緑の綾の森へ行こう」、②記念誌「綾の照葉

樹林プロジェクト１０年の歩み」の作成、③記念フォーラム「綾の森が歩んだ１０年、これからの

１０年」が実施された。 
 
協議の上、２０周年では１０周年同様に記念誌を作成することが確定し、そのほかの事業につい

ては、連携者より事業案を提示してもらい取りまとめを行った。 
 第３９回連携会議（令和６年２月）では、記念誌の作成とほか事業について調整中との状況を報

告した。 
 令和６年度は事務局となる九州森林管理局にてとりまとめを進める予定である。 
 
 
 《 綾プロ２０周年記念事業 実施事業案（第３９回連携会議 R6.2.20時点） 》 
 １．２０周年記念誌作成 
２．森のコンサート 
３．森の散策コンサートと一緒に行う。（５月中） 
４．ポスター展示 
５．写真展示 
６．俳句展示 
７．風景画展示 
８．SNS（Instagram、Tiktokなど） 
９．綾町の企業、農家等とのコラボ 
１０．横断幕設置綾プロ20周年の横断幕を設置（候補：役場、ほんものセンター） （期間中） 
１１．吊橋のポストカードにロゴ 
１２．綾中学校生徒によるドングリの取組報告 
１３．綾の照葉樹林散策 
１４．綾プロ報告会 
１５．赤谷プロジェクトとの交流 

 
 



 

 

－２２－ 

 

事業名 

   

事業説明会の開催（継続） 

 

実施主体 

 

九州森林管理局 

 

項目-行動計画- 

実施項目 

 

５－１－⑥ 

 

連携先 

 

連携会議各機関 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

綾町民等を対象に綾プロの普及啓発と合わせて、町民参加によるシカ被害

対策とドングリの採取・育苗の取組の報告を行う。 

 

 

 ・令和６年２月１１日に開催された公民館大会において、事業説明会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－２３－ 

事業名 地域づくりワーキングの設置と運営 
事業補助（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-
実施項目 ６－１－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、綾プロジェクトの推進体制や当プロジェクトを活用した地域振興

等に関する事項を検討し、住民参加を促すことを目的とする。 

検討会５回、ツアー２回、スタディーツアー１回の計８回を開催した。 

里山散策体験ができる「おとなの山学校」では、今年度は定期ツアーを、１０月２１日（土）、

１月２０日（土）に開催した。ワーキングでは準備、反省点の洗い出し等を行い、運営の細か

いやり方を決め、１月２０日（土）にはほぼ計画とおりに実施できた。 
魅力あるプログラムとするため、雨天プログラムや食事時間のスライドや説明等も実施した。

雨天は、動物罠の見学後、上畑地区散策をした。夏はシシ冷や汁、冬はシシ汁とメニューの充

実も図った。QRコードからの申し込みファームも準備した。 

○ワーキング委員会実施スケジュール 
  日 程 委 員 会 の 内 容 参加人数 

1 
Ｒ5 年６月 8日(木) ・昨年度の反省 9 名 

19：00～21：00 ・今年度の計画 ツアー日時決定 町職員 2 

2 Ｒ5 年 7 月 18 日(火) ・経費・通帳の取り扱い 11 名 

19：00～21：00 ・中づり修正 町職員 2 

3 
Ｒ5 年 9 月 21 日(木) ・１０月２１日の詳細について 9 名、 

19：00～21：00     ・会計について    町職員 2 

4 
Ｒ5 年 11 月 2日(木)   ・１０月２１日の反省 ７名 

19：00～21：00  町職員 2 

5 
Ｒ６年 2月 8日(木) ・１月２０日の反省 9 名 

19：00～21：00 ・来年度の計画 町職員１ 

 
      里山散策             罠の見学             料理 



－２４－ 

事業名 照葉大吊橋森の驛運営事業（継続）  実施主体 てるはの森の会・ 

項目-行動計画

-実施項目 
６－１－② 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、2Ｆ：木のおも

ちゃで遊べる木育体験コーナー、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運営する。 

 

3F「てるは森の驛」は日曜、連休のみの開館となった 

 

○3F: 飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」   ○2F： 木育広場として活用 

   

  
                           

 

 

 

 

 

食堂のようす                      木育広場 

○１F：料金所より観光案内情報を充実させたいとの要望をもらったため、店舗空きスペースへ 

パネルの移動を許可した。展示物が近くなり、見学の人が多くなっていると感想をいただいた。 

 



－２５－ 
 
 

事業名 綾町森林づくりビジョン策定（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
６－２－① 連携先 

九州森林管理局 
宮崎県 

事業概要 

（目的） 
綾町の森林・林業が綾ユネスコエコパークの推進にふさわしいものとなるよう、綾森

林整備計画と関連付けて策定を行う。 

 
 
 

綾町森林業関係検討会（綾町,宮崎中央森林組合,中部農林振興局,宮崎森林管理署） 
において従前のビジョン案を一新する方向で協議を進めてきたが、綾町森林整備計画が令和 
5年4月1日に更新されたため、内容の整合性や関連性を踏まえ、綾町内部でビジョン策定に 

ついて再度検討を行った。 
 
 
 



－２６－ 

事業名 ユネスコエコパークとの連携（継続） 実施主体 
綾町 

九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
６－３－① 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

綾ユネスコエコパークエリア（緩衝地域）拡張に向けた調査の実施及び検討

協議の推進。 

 

令和５年度は道路工事等で現地調査を実施できていない。今後も各関係機関と調整しながら

検討を進める。 



 

－２７－ 
 

事業名 
綾町森林・林業関係検討会「綾プロ 自然

と共生する地域づくり支援事業」 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
６－３－① 連携先 

綾町 

宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 

綾プロの保全管理計画との連携の中で、綾町の森林・林業の現状、問題、課題等

について関係者による検討を重ね、その解決に向けて具体的な取り組みを協議す

る。 

・令和５年度においては、大淀川森林計画区の編成時期ではないため、実施していない。 



－２８－ 

事業名 ユネスコエコパークとの連携（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
６－３－① 連携先 各機関 

事業概要 

（目的） 
綾プロエリアが綾ＢＲエリアの核心地域地域及び緩衝地域にあたることから、綾ＢＲ

と連携することで綾プロの認知度を高め、活動を活性化を図る。 

 ■綾ユネスコエコパーク推進の根幹となる協議会等の運営 

 綾BR専門委員会を９月に開催し、各事業の進捗状況の報告、大学研究機関との連携事業の報告、

ユネスコへの定期報告等について協議した。 

   〈 9/15 第１４回 綾BR専門委員会 〉 
 
 ■ネイチャーポジティブについての取り組み 

東洋紡と綾町で包括連携協定を締結（6月） 

社有林「東洋紡綾の森」がOECM（自然共生サイト）に認定（10月） 

綾町公民館大会にて、県内初となるネイチャーポジティブ宣言を発表（R6年2月） 
 
 ■綾ユネスコエコパークエリア内における生物多様性に関わる基礎調査の実施 

 宮崎大学及び京都府立大学と連携して綾北川・綾南川流域の森林及び移行地域で野生動植物調査

を実施した。(カメ・小型哺乳類・植物・昆虫) 
 
 ■綾ユネスコエコパーク年間活動 

 令和５年度活動実績 207日、240件 ＊（ ）内は綾プロ関連の件数 
 １．視察・外部対応          66件 
 ２．主催イベント・講座等の開催    49件（8件） 
 ３．他者主催イベント等への参加     3件 
 ４．取材対応              3件 
 ５．調査・作業            18件（12件） 
 ６．会議・打ち合わせ等        101件（27件） 
 



 
 

－２９－ 

事業名 

綾ユネスコエコパーク専門委員会、地域連携

協議会への出席。綾町ユネスコエコパーク運

営会議における実施計画策定支援（継続） 

 

実施主体 NACS-J 

項目-行動計画-

実施項目 
６－３－① 連携先 

綾町 
 

 

事業概要 

（目的） 

地域連携協議会、専門委員会へ出席し、国内外の情報を活用してよい方向に進

むようアドバイスを行う。綾BR定期報告作成に向けた支援及び情報収集等を行う。 

 
・綾町の定期報告作成に向けてアドバイスを行った。 
論文 
・朱宮丈晴（2024）自然を基盤とした持続可能な社会構築のためのユネスコエコパークへ.Japan 
infoMAB.No47:1-2. 
 
報告書 
・令和５年度業務委託報告書綾生物多様性地域戦略実施計画支援業務、綾町、業務受託者：日本自

然保護協会. 
 
講演 
・2023年7月24日JBRN大会in横浜 
・2023年11月7日「生物多様性に関するNGOの観点」、林野庁森林技術総合研修所主催 
・2024年2月16日「尾鷲市生物多様性の森づくり」in尾鷲、勉強会 
 
学会発表 
・2024年3月8日「日照条件からみたスギ ・カラマツ人工林の伐採幅の検討」日本森林学会in東京農

大 
・2024年3月20日「日本版ネーチャーポジティブアプローチをユネスコエコパークで展開する」日

本生態学会 第27回公開講演会 
 



 

－３０－ 

事業名 生物多様性に配慮した施業の実施 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画-

実施項目 
７－１－① 連携先 ― 

 

事業概要 

（目的） 

生物多様性保存に配慮した森林整備を実施する。 

 
・持続的林業経営エリア内で実施することととしているが、現地までのアクセス道路が自然災害

により通行困難な状況であり、現在のところ復旧の見通しがたっていないため予定なし。 
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事業名 
綾生物多様性地域戦略 

実践支援事業（継続） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画-

実施項目 
７－２－② 連携先 ＮＡＣＳ－Ｊ 

事業概要 

（目的） 
綾プロエリア内の林床植生調査や綾生物多様性地域戦略の内容を実際に実施し

ていくための綾町内での活動を日本自然保護協会に委託している。 

 
〈令和５年度 業務委託報告書より抜粋〉 

 
■綾プロエリア内林床植生調査 
目 的：間伐の効果を図ること、調査の結果に基づいて間伐方法を検討すること、市民自ら調査 
   を行うことで復元の効果を実感すること。 

 場 所：国有林2094よ林小班内、29年生スギ人工林（東側に隣接して自然林が一部残存） 
     綾プロ復元ボランティア作業の一環で2006年10月に間伐を行った林分。 

 参加者：令和5年11月25日 ８名 
（学生ボランティア６名、スタッフ２名（日本自然保護協会、てるはの森の会）） 
令和6年 2月21日 ５名 
（一般ボランティア２名、スタッフ３名（日本自然保護協会、てるはの森の会、綾町）） 

 
 11月25日に調査を行ったプロットＮＡＫ1202_13は防鹿柵内にあり、二ホンジカの採食の影響を

受けないため、11年間で、常緑広葉樹の種数は変化なし、落葉広葉樹の種数は増加となった。しか

し、間伐後の光環境の変化や防鹿柵により二ホンジカを排除しても、特定の種群のみが優占する林

分が復元され、多様な種群からなる照葉樹自然林を復元するのは困難である可能性があることが分

かった。 
 
 ■綾ＢＲ管理運営計画の更新 

計画更新にあたり、ＧＢＦなどの最新の国際動向や国内動向を記載すること、繰り返しや計画に

入れなくてもよいポイントなどを整理すること、章立てを同様の内容で分類してまとめること、図

面を最新のものに差し替え整理することについて配慮し、見直し案を示した。 
 
 ■綾ＢＲに関する情報収集 
 令和6年2月16日に尾鷲市（三重県）で行われた勉強会にて、尾鷲市における森林再生の取り組み

に資する先進事例の一つとして綾町の生態系サービスを活用した様々な取り組みや施策（綾プロ、

綾ＢＲ等）が紹介された。 
 
 ■情報収集 
 令和5年度に発表されたユネスコエコパークに関する情報として、5月にパリで開催された第35回
ユネスコＭＡＢ計画国際調整理事会における決議文書の原文及び翻訳文、ポリシーブリーフ「生物

多様性条約の2020年以降の生物多様性世界枠組みの実施におけるユネスコ生物圏保護区の役割」の

原文及び翻訳文を情報共有した。 
 



 
 

令和５年度綾の照葉樹林プロジェクト 社会的活動まとめ 
 
①綾の森に関する視察・研修・観光・学習・森づくり等対応数 

 
A：綾プロを主な目的として対応したもの 
   国 別    (件数) 
日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 
17        

 
B：綾ユネスコエコパークの一部として対応したもの 
   国 別    (件数) 
日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 
75        

 
 
②新聞・メディアでの露出数（ｷｰﾜｰﾄﾞ「綾プロ」、「BR」、「照葉樹林の保護復元」） 

  媒   体  (件数) 
新聞 雑誌/書籍 テレビ ラジオ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 
11  1   

※新聞・雑誌/書籍は綾プロ報告書掲載分をカウント 
 
③論文、寄稿、講演、表彰の数  
  媒  体   (件数) 
論文（※1） 論文（※2） 論文（※3） 寄稿（※4） 講演 表彰 

1   3 2  
※論文・寄稿は綾プロ報告書掲載分をカウント 

（※1）綾プロ関係者が発行者または著作者であるもの（調査報告書、事業報告、冊子含む）   

（※2）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロの活動を取り上げ発行・著作したもの 

（※3）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロフィールドを取り上げ発行・著作したもの 

（※4）綾プロ関係者が他機関が発行・編集するものに依頼を受けて綾プロに関連することを執筆したもの 
 
④各者の年間支出（てるは人件費・事業費の合計、その他 4 者は事業費のみ）    
    （単位 千円）四捨五入 
九州森林管理局 宮崎県 綾町 日本自然保護協会 てるはの森の会 

4,621 1,415 1,640 800 1,778 
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令和５年度　綾の照葉樹林プロジェクト関連文献一覧

タ イ ト ル 発 行 者 発 行 年 事 務 局 / 執 筆 者 雑   誌　名 種  類
HP上での

公開/非公開
公開しているHP

名

特集　照葉樹林　～失われゆく日本の原風景～
綾の照葉樹林　森林と結びつく人々の暮らしと文化

国立科学博物館 2023 河野円樹 日経研 月報 2023年4-5月号 情報誌 一部公開 国立科学博物館

令和5年度 業務委託報告書
綾生物多様性地域戦略実施計画支援業務
綾町、業務受託者：日本自然保護協会

綾町 2024 （公財）日本自然保護協会 ― 報告書 非公開 －

日本ＭＡＢ計画支援委員会活動報告(2023.4～2024.3)
日本ＭＡＢ計画支援
委員会

2024 朱宮丈晴
Japan Info MAB

News Letter on MAB
Activities in Japan No.47

寄稿 非公開 －

日本のＢＲにおけるユースの参画に向けて
日本ＭＡＢ計画支援
委員会

2024 小林海瑠
Japan Info MAB

News Letter on MAB
Activities in Japan No.47

寄稿 非公開 －

照葉樹林だより第65号～67号

（一社）てるはの森
の会

2023～2024 （一社）てるはの森の会 ― 会報 公開 てるはの森の会
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令和５年度　綾の照葉樹林プロジェクト関連新聞記事

掲載日 新聞社名 掲載内容

2023.4.9 宮崎日日新聞
追想メモリアル　古里への深い愛情を注ぐ

前綾町長　前田　穰さん

2023.6.8 宮崎日日新聞
みやざきＳＤＧｓ　社有林活用し環境保全

綾町と東洋紡　連携協定

2023.9.22 宮崎日日新聞
綾照葉樹林 守り続ける
ドングリ苗木育てて森へ

2023.9.27 宮崎日日新聞
綾ユネスコエコパーク継続

報告書審査１年遅れ

2023.10.20 宮崎日日新聞
綾エコパークの自然体感
林道散策や植物観察

2023.11.11 宮崎日日新聞
霧島、綾パーク知ろう
地質や植生 歩いて観察

2023.11.19 宮崎日日新聞 ニホンカモシカの現状 絵本に

2024.1.23 宮崎日日新聞
綾の里山散策 魅力体感

おとなの山学校 わな見学で驚き

2024.2.17 宮崎日日新聞
生物多様性の保全推進

県内初 綾町がネイチャーポジティブ宣言

2024.2.26 宮崎日日新聞
みやざきＳＤＧｓ　綾の歴史遺産、観光活

用へトロッコ道 再生向け整備

2024.3.3 宮崎日日新聞
色の記憶 1968(昭和43)年 トロッコ列車

住民支えた交通手段
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